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閤季成り性イチゴ‘エッチェスー138'夏秋栽培における花柄径と収量の関係と

花房掃除が収量に及ぼす影響

大木 淳・長j宰さゆり・工藤郁也*

(山形県最上総合支庁産業経済部農業技術普及課産地研究室・キ山形県村山総合支庁西村山農業技術普及諜)

Relation between Diarneter of Peduncle and Yield， and effect of flower cluster thinning on yield Strawberry 

‘HS-138' in Surnrner and Auturnn cropping 

Atsushi OOKI， Sayuri NAGASAIVA and lkuya KUDOキ

(Agricultural Techniqu巴 lmprovementResearch Office， Agricultural Technique Popularization Division 

lndustrial and Econornic Affairs Department， Yamagata Mogami Area G巴neralBranch Administration，ホAgricultural 

Technique Popularization Division Industrial呂ndEconomic Affairs D巴partrnent，Yamagata Nishirnurayarna Area 

General Branch Administration) 

1 はじめに

山形県最上地域では、二槽ハンモック気化冷却ベンチ

の開発等により新たに夏秋イチゴに取り組む農業者が増

加している。夏秋イチゴは、ケーキ等のトッピング商材

として活用する場面が多いため、需要は 30~20 玉規格

(果重 10g~20g) で高く、果重 10g 未満の小玉果の需要

が低い現状にある。しかし、主要品種の‘エッチェスー138'

は、高温長Rで出奮数が多く、革勢が低下しやすく小玉

果 (42~35 玉規格)の生産が多い現状である。

そこで、四季成り性イチゴ‘エッチェス-138'の夏

秋栽培における花柄控と収量の関係を明らかにしたなか

で、栽培管理における花房摘徐の影響について検討した

ので報告する。

z 試験方法

[試験 1]花柄窪と収量の関係

‘エッチェスー138' を(共試品種とした。冷蔵苗による

春植え夏秋どり栽培で 6月から 9月に出奮する花房を調

査した。花房調査は、出菅後の花柄中央部の最大径を調

査し、その後の着花数、収穫した果実数、果実重量につ

いて鵠査した。栽培概要は以下の通りである。

〔栽培概要〕

試験場所は、当室園場内パイプハウスとした。 2007年

3月2213に冷蔵苗を、 9cmポット(ヤシガラ、市販培養

土等量配合)に仮植し、温風力O{J鼠(最低 15
0
C)により管

理した。定績は 2007年 4月24日に行った。栽培システ

ムは、 l液型給液装置を付帯した二槽ハンモック気化冷

却ベンチとし、栽培密度は、ベンチ幅 28crnに対し株間

25cm、2条被えとした。給液管理は、イチゴ専用肥料

(13.5-10-20)で、生育量と気象によりし 500 倍~3 ， 000 

倍J夜、臼量 100~300rnl/株で-管理した。加温は、暖房機

を使用し最低 50C設定とし、遮光は、ハウス内の気温が

300Cを超える場合でかつ 10~16 時の時間内に不織布(遮

光率 50~60九)で‘行った。

{試験2]花房摘除が収量に及ぼす影響

7月以降花房摘除を行わない区を対照とし、7月および

9月に花房摘除により収穫花房数制限する区を設定した。

区の概要については以下の通りで、栽培概要については

試験 1と向様である。

表1 試験区の概要

区名 出蜜花房の処理

6月 7月

放任区(対照 2本に制限 放任

8月

放任

9月

放任

摘房区(2-3-5) 2本に制限 3本に制限 5本に制限 放任

摘房区(2-3-3) 2本におl限 3本に制限 3本lこ制限 放任

注.1t房摘除と選定法 出奮闘始直後に花柄径 2mm未満の花
房を檎徐し、花柄筏 2醐以上の花房を選定した。
摘除は月 4回 7日間隔とした。

3 試験結果及び考察

(1)花柄径と収量の関係

花柄径とその花房における花数、果実数及び花柄控と

の間に正の高い相闘が認められた(閤1)。花柄径が大き

いと大玉階級の果実数が多く、花柄径が1.5rnmから1.9rnm 

の花房は、 2.Ornrn以上の花房に比べ可販果個数が著しく

少ない傾向であった(表 2)。

以上のことから、花柄径が大きいほど同一花房で花数

が多く果実数は増加し多収となり、花柄径が大きいほど

大玉果実が多くなることから、多収で大玉果生産を目標

する場合は、花柄の太い花房を出奮させることが重要と

考えられた。

( 2)花房摘除が収量に及ぼす影響

摘房区 (2-3-5区、 2-3-3区)では、放任区に比べ、花

柄径が大きくなる額向を示し(表 3)、芽数が多く、葉の

生育が旺盛になる傾向で、あった(表 4)。これらの傾向は

2-3-3区が顕著であった。累積花房数は、 7月まで放任区

が多かったが、 8月以降は摘房区が多くなった(間 2)。

可販果収量(重量)は、 8月まで放任区が多い傾向であ

ったが、 9月以降は摘房区が多く、総収量は放任区より

摘房区が多く、摘房区の総収量は 2-3-5区より 2-3-3区
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が多かった(図 3)0 30玉以上の収量は、摘房区の 2-3-3

区が高く、放任区及び 2-3-5区と比較し 110%で、あった

(表的。

以上のことから、花房摘除により収穫花房数を制限し、

草勢維持を図ることで、多収で大玉生産を高める栽培が

可能であり、本研究では、花房摘除による管理で、 6月

出蕎花房を 2本/株、 7月と 8月の出膏花房を 3本/株に

制醸する管理が有効であった。

40 y=6.298x-4.818 
r =0.78"(n=542) 

20 

第 61号 (2008)

4 まとめ

由季成り性イチゴ‘エッチェスー138' 夏秋栽培で、花

柄径と収量の関係について調査したところ、花柄径の大

きさと収量(果実数、果実重量)に正の相闘が認められ、

花柄径が大きいと大玉泉生産能力が高いことを明らかに

した。栽培管理における花房摘除は、花柄径の大きい花

房を出奮させる効果があり、増収と大玉果の増加が期待

できる。
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図 1 花柄径とその花房における花数、果数、果重との関係 z
z花柄径は出資産後第 1花開花時の花柄中央部を示す. 6 月 ~9 月に出滋した花房、果重 5g以上の可販果について調査ー
紳 1%水準で有意

表2花柄径と収量(果数)の関係 z

花柄径 調査 16玉 20玉 24玉 30支 36玉 42玉 総数

(mm) 花房数 25g;oa 18話 13長 9g壬 7g豆 5g妥 30妄弘よA.主B上
4.0~玉 69 0.3 土 0.6 1.2::!:: 1.2 1.7::!:: 1.4 1.8 土1.4 2司l 土1.4 1.9::!:: 1.4 5.0 9.0 

3.0、3.9 204 0.2 土 0.4 0.6:!:: 0.7 0.9 土 0.9 1.0:!:: 1.0 1.3 土1.2 1.4土1.2 2.6 5.4 
2.0へ2.9 305 O.O:!:: 0.2 0.4土 0.6 0.6 土 0.8 0.7:!:: 0.8 1.0:!:: 1.0 1.0 土1.0 1.7 3.7 

l .C1.9 55 0.0 土 0.0 0.2 土 0.4 0.3:!:: 0.5 0.4土 0.5 0.4土 0.6 0.4土 0.6 0.9 1.7 

z 花柄径は出蜜直後第l花開花時の花柄中央部最大径、 6月 ~9Jlに出禁した花房、果重5g以上の可日成果について調査.

表3 摘花房管理が花柄径に及ぼす影響 Z 表4 摘花房管理が生育に及ぼす影響

区
6月 HI 8月 9月
出蜜花房 出督花房 出務花房 出奮花房

放{壬区(対照) 4.3土0.8'" 3.6土日町8' 2.3:!::0.1' 2.3::!::0町sY

5月22日 7月2413 月23日 9月21日
区 3手 段大m'(cm) 最大菜 (c吋 芽 最大!Ig(cm) 芽 最大葉(Cm)

一一一一一一一芽数一一一一一一数 1長柄長小'!s 禁|師長ノi、築 数 1定限長ノi、競 数 1主柄長 11、'If;

f商湧区(2-3-5) 4.2土0.5 3.6土0.7 2.7土0.5 2.5士O.:l 放{壬をi(対照)1.8a
Y lO.3aY 12.8a) 2.3i 23.8a¥" 1O.laY l.OcY 20Aa¥" 8.48; 2.0bY 17.6ぷ 6.9a' 

t商房区 (~-3-5) 1.7a 10.38 12.5a 2.7a 23.0. 10.2a I.7b 21.5. 8.7a 2.7. 15.2b 8.5. 
嫡房i互(2-3-3) 4.3土0.5 3.5土0.4 2.9土0.6 2.5土0.5

燐房区(2-3-3)1.8a 10.9， 11.6， 2.6a 23.8a 10.6a 2.4a 20.4， 9.8a 2.8a 19.4a 8.28 

z 花柄径は出蜜直後第l花照花時の花tf寺中央昔B最大径を示す z上位展開業3枚のうちの最大築
吉平均土擦準誤差.(n=5~46) ヲTukevの多食検定により異文字11tHこ防水準で有窓差あり

一世ー放任区(対照--0-摘磨区(2-3-5) ー@ー摘E紹 (2-3-3)
20 表 5 摘花房管理が階級別果数に及ぼす影響
16 階級月IJ収量:(果数/株)

出lii
16玉 20玉 24:五30玉 36玉 42:玉3以0五上 3以6玉下 総数時期区
25g豆 18g豆~二 9g;;; 7g三o5g;;; 

6月 欣{壬区(対照) 0.5 2.8 4.0 3.5 5.0 3.0 10.8 8.0 18.8 
株 t商房区(2-3-5) 0.7 3.3 2.7 4.0 4.3 3.0 10.7 7.3 18.0 4 

摘房区(2-3-3) 0.2 2.8 4.0 3.6 5.8 3.0 10.6 8.8 19.4 。
HI 放{壬区(対照) 1.0 1.8 5.5 7.5 5.3 5.8 15.8 11.0 26.8 

5J寺 7月 8月 9月 f謁房IK(2-3-5) 0.7 2.3 4.7 3.0 4.3 3.3 10.7 7.7 18.3 

図 2 摘房区の累積花房数 f由E草区(2-3-3) 0.2 2.6 5.0 3.4 4.4 4.8 11.2 9.2 20.4 

園7月 聞8月 巴9月 。10月 8月 放任区(対照) 0.0 0.3 1.3 0.3 0.8 1.3 1.8 2.0 3.8 

…l 
摘房区(2-3-5) 0.0 2.7 3.7 4.0 3司 8.0 10.3 11.3 21.7 
摘房区(2ωシ3) 0.2 2.8 1.8 2.6 2.6 4.0 7.4 6.6 14.0 

9月 放{壬区(対照) 0.0 3.0 3.5 4.8 3.8 3.8 11.3 7.5 18.8 
~トト 可ゃ…被 〆ι 

t商房区(2シ5) 0.3 2.3 2.0 4.0 7.7 5.3 8.7 13.0 21.7 
摘房区(2-3-5)

t践房区(2-3-3) 1.0 3.8 5.0 6.6 10.4 11.0 16.4 21.4 37.8 摘E害区(2-3-3)
放任区(対照) 1.5 7.8 14.3 16.0 14.8 13.8 39.5 28.5 68.0 。 200 400 600 800 1000 全期間繍E草区(2-3-5) 1.7 10.7 13.0 15.0 19.7 19.7 40.3 39.3 79.7 

可書室畢奴盤(重量gV株 t商E草区(2-3-3) 1.6 12.0 15.8 16.2 23.2 22.8 45.6 46.0 91.6 
国 3 摘花房処理区の可販果収量の推移 z
Z調査果実l立巣震 5g以上の可販采
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